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田
原
市
に
は
多
く
の
文
化
財
が
あ
り
、
博
物
館
・
資
料
館
な
ど
で
保
管
・
展
示
し
て
い

ま
す
が
、
な
か
な
か
見
る
機
会
が
少
な
い
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

多
く
の
方
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
田
原
の
歴
史
を
残
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
、
博
物

館
・
資
料
館
を
取
材
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
だ
よ
り

　

博
物
館・資
料
館
め
ぐ
り

●
な
み
ち
ゃ
ん
お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト
！

　

民
俗
資
料
館
は
、
中
部
小
学
校
の
隣
に

あ
り
、
今
年
度
は
、
金
・
土
・
日
曜
、
祝
日

（
博
物
館
開
館
時
）
に
開
館
し
て
い
ま
す
。
お

年
寄
り
の
方
を
誘
っ
て
、
話
を
聞
き
な
が
ら
、

皆
さ
ん
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

▪
田
原
市
博
物
館

　

博
物
館
は
、
田
原
城
二
ノ
丸
跡
に
建
設
さ

れ
、
お
城
を
思
わ
せ
る
美
し
い
建
物
で
す
。

　

常
設
展
と
特
別
・
企
画
展
の
部
屋
が
あ
り
、

常
設
展
は
、
渡
辺
崋
山
に
つ
い
て
い
つ
で
も

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
企
画
展
は
、
学
芸

員
お
す
す
め
の
企
画
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

●
な
み
ち
ゃ
ん
お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト
！

　

夏
の
企
画
展
「
東
三
河
の
ジ
オ
パ
ー
ク
」

と
題
し
て
、
渥

美
半
島
の
自
然

遺
産
・
歴
史
文

化
遺
産
が
紹
介

さ
れ
ま
す
。
小

学
生
の
自
由
研

究
な
ど
に
き
っ

と
役
立
ち
ま
す

よ
！ 広報サポーター

浪崎季代美
（高松校区）

❖田原市広報サポーターの部屋

◦田原市ホームページ
 http://www.city.tahara.aichi.jp/

◦ブログアドレス
 http://kohotahara.dosugoi.net/

◦ツイッターアドレス
 http://twitter.com/#!/KohoTahara

▪
吉
胡
貝
塚
資
料
館
（
シ
ェ
ル
マ
よ
し
ご
）

　

田
原
市
に
は
貝
塚
が
多
く
あ
り
、
そ
こ
か

ら
発
掘
し
た
物
か
ら
多
く
の
歴
史
を
読
み
解

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
み
捨
て
場
だ
と

思
っ
て
い
た
貝
塚
は
こ
の
世
で
役
割
を
終
え

た
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
集
め
る
神
聖
な
場
所
で

し
た
。
人
間
ま
で
も
貝
塚
に
葬
ら
れ
る
ゆ
え

ん
で
す
。
貝
と
一
緒
に
埋
め
た
こ
と
に
よ
り

カ
ル
シ
ウ
ム
が
豊
富
で
人
骨
の
保
存
状
態
が

よ
く
、
昔
の
人
の
体
格
や
健
康
状
態
も
わ
か

り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
貝
塚
か
ら
見
つ
か
っ

た
人
骨
出
土
数
は
、全
国
１
位
だ
そ
う
で
す
。

●
な
み
ち
ゃ
ん
お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト
！

　

シ
ェ
ル
マ
よ
し
ご
に
は
、
体
験
学
習
メ

ニ
ュ
ー
が
豊
富
に
あ
り
ま
す
。

　

自
分
の
顔
の
縄
文
人
の
度
合
い
を
測
っ
て

み
た
り
、
特
別
体
験
講
座
で
は
、
黒
曜
石
で

魚
を
切
っ
た
り
、
縄
文
土
器
を
作
っ
た
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
で
き
ま
す
。

▪
渥
美
郷
土
資
料
館
・
民
俗
資
料
館

　

郷
土
資
料
館
や
民
俗
資
料
館
に
は
、
庶
民

の
暮
ら
し
を
中
心
と
し
た
歴
史
・
民
俗
・
生

活
工
芸
資
料
な
ど
多
く
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
昭
和
初
期
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
黒
電
話

や
蓄
音
機
な
ど
、
お
宝
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

◦吉胡貝塚資料館の外観

◦縄文人度チェック

◦民俗資料館の外観

◦民俗資料館展示品

◦博物館の外観
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伊
良
湖
岬
観
光
協
議
会

伊
良
湖
岬
で
恋
が
生
ま
れ
る
！

伊
良
湖
地
区
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
地

域
の
事
業
者
な
ど
が
参
加
し
、
伊
良
湖

岬
観
光
協
議
会
【
岬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】
が
発

足
し
ま
し
た
。

　

取
り
組
み
の
第
一
弾
と
し
て
、
伊
良
湖
灯

台
や
日
出
の
石
門
な
ど
美
し
い
景
色
が
広
が

る
伊
良
湖
岬
な
ら
で
は
の
、
恋
人
の
聖
地
や

恋
路
ヶ
浜
な
ど
恋
に
関
連
し
た
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

▪
募
集
要
項

◉
募
集
内
容
＝
恋
路
ヶ
浜
や
恋
人
の
聖
地
な

ど
恋
に
関
連
し
た
伊
良
湖
岬
を
Ｐ
Ｒ
す
る

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク

◉
応
募
作
品
＝
作
品
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
応
募
者
自
身
の
未
発
表
作
品
に
限
り

ま
す
。

◉
締
め
切
り
＝
９

月
１
日
（
月
）

必
着

◉
応
募
方
法
＝
作

品
に
作
品
の

説
明
・
名
前
・

住
所
・
電
話
番

号
・
年
齢
を
添

え
て
郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
３

Ｍ
Ｂ
以
内
）
※
様
式
な
ど
は
問
い
ま
せ

ん
。

　
【
送
付
先
】
〒
４
４
１

－

３
６
２
３
田

原
市
伊
良
湖
町
宮
下
３
０
０
０

－

４
３

（
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
ま
た
は
ロ
ゴ
マ
ー

ク
募
集
係
あ
て
）

　
　

toiaw
ase@

tahara-yado.org

◉
賞
金
＝
採
用
作
品
に
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

１
万
円
・
ロ
ゴ
マ
ー
ク
２
万
円
進
呈

◉
結
果
発
表
＝
９
月
下
旬
に
渥
美
商
工
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.atsum
i.

or.jp/

）
な
ど
で
発
表
。
採
用
者
に
は

直
接
通
知
を
し
ま
す
。

◉
そ
の
他
＝
採
用
さ
れ
た
作
品
に
関
す
る

著
作
権
お
よ
び
デ
ザ
イ
ン
使
用
料
な
ど

の
一
切
の
権
利
は
、
伊
良
湖
岬
観
光
協

議
会
に
帰
属
し
ま
す
。
採
用
作
品
は
そ

の
一
部
を
変
更
ま
た
は
補
作
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
応
募
作
品
は
返
却
し
ま

せ
ん
。

◉
問
い
合
わ
せ
＝
伊
良
湖
岬
観
光
協
議
会

　
（
髙
橋
）

   

０
９
０
‐
９
１
８
０
‐
５
３
７
６　

投
稿

キ
ャッ
チ
コ
ピ
ー
と
ロ
ゴマ
ー
ク
を
募
集

◦恋人の聖地

▶農政課 ☎23局3517

　５月３１日、６月１日にサンテパルクたはらで行われた「アジ
サイ祭り」のPRのため、JA愛知みなみ鉢物部会の代表、副
代表が市長を訪問しました。アジサイ祭りは今年で６回目。
生産者が自らアジサイをはじめとした鉢花の販売を行いました。
　代表の渡会浩さんは「最近は花の名前も知らない人が多いので、まずは花の名前を
知ってもらいたい」と、話されていました。
　JA愛知みなみ鉢物部会は今年度から、三河田原駅舎内の田原市交流ひろばにおける
鉢花の展示にご協力をいただいています。展示を行うことで、「花の名前を知ってもらい
たい」という生産者の想いが多くの人に伝わればいいなと思いました。

◉JA愛知みなみ鉢物部会が「アジサイ祭り」をPR

7月の

2

ひまわり
（花／出荷時期：5月～9月）

夏を代表する花です。田原
市では約５０万本出荷され
ています。

花ことば
あなただけを見つめる

ブーゲンビレア
（鉢花／出荷時期：4月～7月）

県内２位の生産量で、約９
万鉢出荷されています。

花ことば
情熱
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▲花育教室で地元の花にふれる機会をつくっています ▲交通安全花束運動の様子。ドライバーに交通安全を呼びかけます

地
域
の
話
題

堀
切
校
区

花
で
地
域
を
活
性
化

「
花
」を
中
心
と
し
た
地
域
活
性
化
を
推
進
し
て
い
る

堀
切
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

「
日
本
一の
花
の
生
産
地
か
ら
、
日
本
一

花
を
贈
る
ま
ち
に
」と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
「
花
」
に
関
す
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
田
原
市
。
堀
切
校
区
で
は
、
今
も

昔
も
「
花
」
を
中
心
と
し
た
地
域
づ
く
り

を
積
極
的
に
行
って
い
ま
す
。

交
通
安
全
へ
の
思
い
を
花
に
託
し
て

　

堀
切
校
区
で
は
毎
年
、
堀
切
小
学
校
が

中
心
と
な
っ
て
交
通
安
全
花
束
運
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
校
区
に
は
花
き
生
産
者

が
多
い
こ
と
か
ら
、
地
域
と
学
校
と
の
連
携

で
こ
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
活
動
の

歴
史
は
古
く
、
昭
和
48
年
か
ら
毎
年
、
５

月
の
大
型
連
休
を
中
心
に
継
続
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
４
月
26
日
に
、
国
道
42
号
沿

い
で
堀
切
小
６
年
生
20
名
が
、
ス
プ
レ
ー
ギ

ク
の
花
束
２
４
０
束
を
観
光
な
ど
で
訪
れ
た

ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

花
は
心
を
癒
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。
花

を
愛
で
る
心
で
運
転
し
て
も
ら
い
、
少
し
で

も
悲
惨
な
交
通
事
故
が
無
く
な
る
こ
と
を

願
って
い
ま
す
。

地
域
で
沿
道
花
壇
な
ど
も
整
備

　

私
た
ち
は
、
地
域
の
環
境
づ
く
り
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

施
設
への
花
の
植
栽
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

沿
道
花
壇
も
整
備
し
、
花
の
あ
る
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民

館
に
は
、
花
き
生
産
者
な
ど
地
域
の
方
々

が
栽
培
し
た
季
節
の
花
々
が
常
に
飾
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
堀
切
地
区
に
は
県
指
定
文
化

財
ハマ
ボ
ウ
の
野
生
地
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
保
護
す
る
た
め
、
下
草
刈
な
ど
を
実
施

し
、
地
域
一丸
と
な
って
保
全
し
て
い
ま
す
。

花
育
教
室
で
感
性
を
豊
か
に

　

昨
年
度
か
ら
、
田
原
市
・
Ｊ
Ａ
愛
知
み

な
み
農
畜
産
物
消
費
宣
伝
事
業
推
進
協

議
会
の
応
援
を
受
け
て
、
堀
切
小
全
児
童

を
対
象
に
花
育
教
室
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
由
に
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
を
す
る
こ
と
で
、

集
中
力
や
想
像
力
を
高
め
、
感
性
豊
か
な

子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
花
に
対
す
る
知
識
や
関
心
を
高
め
る

と
同
時
に
、
自
然
を
思
い
や
る
心
や
、
季

節
感
を
育
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
校
区
主
催
の
地
元
講

師
に
よ
る
、「
市
民
館　

お
花
教
室
」
も

始
ま
って
い
ま
す
。
小
学
生
を
対
象
に
昨
年

度
は
延
べ
１
９
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　　

こ
れ
ら
の
活
動
が
一
過
性
の
も
の
に
な
ら

な
い
よ
う
、
今
後
も
地
元
の
花
材
を
利
用

し
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
活
動
を
、

地
域
住
民
と
共
に
積
極
的
に
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

▲沿道花壇の整備

堀切校区

田原市役所

三河田原

神戸

豊島
やぐま台

杉山

老津

259

259

42

42
堀切市民館

堀切小
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地球に感謝！ 「アースデイたはら」
“みんなちがってみんないい！！それでいいのだ”

白谷海浜公園で５月 31 日（土）、６月１日（日）の２日間、『アー
スデイたはら 2014』が開催されました。

　日差しが照りつけ、５月としては気温が高めでしたが、梅雨入
り前のさわやかな風が吹く気持ちのよい気候の中、参加団体のグ
ループがそれぞれの形で地球を思う活動をしていました。
　「多様性を認め合い持続可能な地域コミュニティを探ろう」と
いう目的のもと、「海ステージ」「月ステージ」に分かれてのパ
フォーマンス、ワークショップ、チャリティー、アースマーケッ
ト、ファッションショー、種の交換会などが行われました。

【アースデイ】
地球環境について考える日として提案さ
れた記念日。2009 年の国連総会で、４
月 22 日を「国際母なる地球デー」とし
て採択。現在は、環境のことを考え、地
球への関心を表現するイベントとして全
世界で開催されている。

イベント報告

▲イベントの様子

▲主催者が地元漁師と制作した「流木のオブジェ」

☎ 22局 1111（内線812）※開設時間のみ
 23 局 0180 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/

田原市民活動支援センター メールマガジン配信中です！
センターから市民活動に関する新鮮な情報を
随時、お届けします。配信ご希望の方は、メー
ル本文に「メール配信希望」とご記入の上、
左記センターアドレスへメール送信ください。

　　　　自由なテーマで提案してみよう！
　市民提案型委託制度（自由テーマ型）は、市が取り組むべき事業について市民活動団
体から提案していただき、団体と市とが委託契約を結んで事業実施するものです。今回
は、市民活動団体が自由な発想で考える事業を募集します。
◉募集期間	 9月12日金午後５時まで　※必着
◉対象事業	 市の施策が推進される事業で、平成28年2月末までに完了する事業
 例えば…ツイッターやフェイスブックの活用講座の企画・開催、農家の皆さんでの農道整備活動など
                              この他にも自由にご提案ください。
◉対象団体	 主に市内で公益活動を行う5名以上で構成された団体
◉応募方法	 市民協働課で配布する提案用紙に必要事項を記入して直接または郵送にて提出。
 提案用紙は市ホームページからもダウンロード可（http://www.city.tahara.aichi.jp/）
◉審査方法	 事業担当課へのプレゼンテーションによる審査
◉スケジュール

◉応募・お問い合わせ　市民協働課 ☎23局3504  23局0180  kyoudou@city.tahara.aichi.jp

市民
提案

担当課・関係課で
予算調整

審
査
・
協
議

予
算
要
求

予
算
確
定

契
約
締
結

事
業
完
了

確
認
・
支
払

各団体で事業実施
提
案
募
集

 ◦ 　　　　H26.9　　 H26.10　　　　　　　　　  ～H27.3　　H27.4～　　　　　　　　　 ～H28.2　　H28.3

市の事業を受託してみませんか？

◦平成26年度市民活動まちづくり事業補助金採択事業

│ 5 │　　　　　　　　　　　　　平成 26 年 7 月15 日

市民活動を応援するページ



学校生活の
一コマを紹介

70

　　全校で仲良く「砂の造形」

　４月24日、春の恒例行事「春のたてわり班遠足」が行われ
ました。うららかな春の日差しの下、海岸で「砂の造形」を行
い、班ごとに６つの大きな作品制作に取り組みました。６年
生を中心に、たてわり班で仲良く作る光景は、六連小学校の
伝統となっています。
　今年度は、その光景に誘われるかのように、上空からパラ
グライダーが近づいてきました。子どもたちも、思わず大き
く手を振って応えました。完成した作品を前に記念撮影も
し、楽しい行事となりました。
　後日、うれしいサプライズがありました。パラグライダー
に乗っていた方から、空中撮影した写真が届いたのです。聞
けば、あまりに楽しそうな光景に思わずカメラを向けてし
まったとのこと。このことは、ＮＨＫの朝のラジオ番組にも
投稿され、放送されました。子どもたちにも、空のカメラマ
ンにも、うれしい一日でした。

ニュースポーツに挑戦！

　泉中学校では、全校生徒１０３名が体育の授業や部活動などでは体験できない、さまざまなスポー
ツを体験し、よりスポーツに親しもうとする『泉スポーツウィーク』（通称ＩＳＷ）を実施しています。
　スポーツ推進委員の方を講師に招き、「タスポニー」「キンボールスポーツ」「グラウンドゴルフ」「タ
グラグビー」などのニュースポーツを楽しむ会で、３日間に渡って行います。

　各班とも３年生が中心となり、
チームを決めたり作戦を考えた
りして、３日間とも、あっという
間に時間が過ぎました。どのス
ポーツも初めて体験する生徒が
ほとんどで、一生懸命競技する
中にも、珍プレーあり好プレーあ
り。大変盛り上がり、大好評でし
た。
　生徒たちが楽しみにしている
『泉スポーツウィーク』。本年度も
昨年度以上の盛り上がりが期待
できます。

◦パラグライダーから撮影した「砂の造形」

◦「砂の造形」と記念撮影

六連小学校「春のたてわり班遠足」

泉中学校「泉スポーツウィーク」

●学校教育課☎２３局３６７９

　今回は、小学校での「春のたてわり班遠足」と中学校での
「泉スポーツウィーク」をご紹介します。

◦キンボールスポーツを体験する生徒たち

平成 26 年 7 月15 日 　　　　　　　　　　　　│ 6 │
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

ひ
ま
わ
り
と
コ
ス
モ
ス
の
種
ま
き
を
和
地
小
４

～
６
年
生
児
童
36
名
が
、国
道
42
号
沿
い
の
畑（
和

地
町
）で
行
い
ま
し
た
。常
に
花
の
あ
る
地
域
を
目

指
そ
う
と
行
わ
れ
た
こ
の
行
事
は
、和
地
校
区
の
主

催
に
よ
る
も
の
で
す
。児
童
ら
は
校
区
の
役
員
に
教

わ
り
な
が
ら
、列
に
な
って
種
を
ま
き
ま
し
た
。

花
で
い
っ
ぱ
い
の

地
域
に
し
た
い

６
月
17
日［
火
］

▲楽しそうに種まきを行う和地小学校の児童たち

　

校
区
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
渥
美
運
動
公
園
屋

内
運
動
場
で
行
わ
れ
、市
内
20
校
区
か
ら
約
４
３
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。校
区
間・校
区
内
の
交
流・連

携
意
識
の
向
上
な
ど
が
目
的
の
こ
の
大
会
。玉
入
れ
な

ど
の
競
技
が
校
区
対
抗
で
行
わ
れ
、手
に
汗
握
る
勝
負

の
展
開
に
、会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
な
汗
で

深
ま
る
地
域
の
絆き

ず
な

６
月
14
日［
土
］

▲田原市地域コミュニティ連合会の主催で行われました
【玉入れ】優勝：高松、準優勝：大草、３位：六連・清田
【フライングディスクゴルフ】優勝：高松、準優勝：泉、３位：田原中部・和地

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
を
決
め
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
！

▪
全
国
小
学
生
Ａ
Ｂ
Ｃ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

（
熊
本
県
八
代
市
［
８
／
15
～
17
］）

◦T テ
ィ
ー

－Jum
p J ジ

ュ
ニ
ア

r.

大
谷
健け
ん
と人
く
ん
（
童
浦
小
２
年
）

▪
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

（
大
分
県
大
分
市
［
７
／
31
～
８
／
３
］）

【
写
真
右
か
ら
１
番
目
】

根
木
凌り

ょ
う
た汰
く
ん（
大
草
小
６
年
）

【
写
真
右
か
ら
３
番
目
】

川
森
嶺ね

な那
さ
ん（
童
浦
小
６
年
）

【
写
真
右
か
ら
４
番
目
】

木
戸
雪ゆ
き
の乃
さ
ん（
童
浦
小
６
年
）

■
東
海
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

選
手
権
大
会
（
7
／
12
・
13
）

【
写
真
右
か
ら
２
番
目
】

石
灘
そ
よ
花か

さ
ん（
童
浦
小
６
年
）

▪
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

（
兵
庫
県
神
戸
市
［
７
／
25
～
27
］）

◦
ア
シ
ュ
ラ

小
川
美み
さ
き咲
さ
ん
（
福
江
小
３
年
）

│ 7 │　　　　　　　　　　　　　平成 26 年 7 月15 日



98

ゴミゴミンと
リサイクルレンジャー

24

①
自
ら
居
住
し
、ま
た
は
居
住
予
定
で
あ

る
市
内
の
住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
方
。

② 

自
ら
居
住
す
る

た
め
、建
売
住
宅

供
給
者
な
ど
か

ら
市
内
の
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ

ム
付
き
建
売
住

宅
を
購
入
し
よ

う
と
す
る
方
。

◦
補
助
金
額

　

１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
５
万
円
（
た
だ

し
、補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
１
以
内

で
、20
万
円
を
限
度
と
す
る
）

◦
補
助
金
申
請
の
手
続
き
方
法

補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
ま
で
に
は
、工

事
着
工
前
と
工
事
完
了
後
に
２
回
の
書

類
の
提
出
が
必
要
で
す
。詳
し
く
は
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

▼
環
境
政
策
課

☎
23
局
７
４
０
１

23
局
０
１
８
０

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

住
宅
用
太
陽
光
発
電
普
及
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す

　

田
原
市
は
、市
民
な
ど
の
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
積
極
的
に
支
援
し
、環

境
と
共
生
す
る
豊
か
で
持
続
す
る
地
域
た

は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
を
実
現
す

る
た
め
、太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

な
ど
に
対
し
、補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

田
原
市
の
日
射
量
は
国
内
最
高
水
準

で
、高
効
率
の
発
電
が

期
待
で
き
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
に
恵
ま
れ

て
お
り
、市
内
の
持
家

世
帯
の
約
９
・
７
％
が

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
て
い

ま
す
。全
国
平
均
は
約
２
・
５
％
（
出
典 

：

家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
）と

な
っ
て
お
り
、田
原
市
は
全
国
平
均
と
比

較
す
る
と
高
い
設
置
率
で
す
。今
後
も
、田

原
市
で
は
住
宅
用
太
陽
光
発
電
の
普
及
・

導
入
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◉
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補

助
金

◦
補
助
対
象
者

次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
方
。

　

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
減
量
を
推
進

す
る
た
め
、
購
入
前
に
生
ご
み
処
理
機
の

効
果
な
ど
を
体
験
し
た
い
方
に
無
料
で
貸

出
し
て
い
ま
す
。
処
理
機
の
購
入
時
に
は

補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▪
機
種

▪
期
間

　

最
大
４
週
間
（
１
世
帯
１
台
限
り
）

▪
条
件

◦
市
内
に
在
住
で
、
屋
内
に
処
理
機
の
設

置
場
所
が
あ
る
こ
と
。

◦
処
理
機
の
受
け
取
り
お
よ
び
返
却
が
自
分

で
で
き
る
こ
と
。

◦
処
理
機
の
電
気
代
を
負
担
す
る
こ
と
。

◦
貸
出
期
間
終
了
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
こ
と
。

▪
手
順

◦
予
約
受
付

　

事
前
に
清
掃
管
理
課
へ
電
話
し
、
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
申
し
込
み
お
よ
び
貸
し
出
し

　

貸
出
開
始
日
に
、
印
鑑
と
身
分
証
明

書
（
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な
ど
）

を
持
参
の
う
え
、
清
掃
管
理
課
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
処
理
機
を
渡
し
ま
す
の
で
、

持
ち
帰
る
用
意
を
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

◦
返
却

　

清
掃
し
た
う
え
で
、
貸
出
期
限
内
に
清

掃
管
理
課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８

23
局
０
１
８
０

　

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
の一
環
と
し

て
、７
月
15
日
か
ら
電
気
生
ご
み
処
理

機
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、貸

出
方
法
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
２
５
９
０
人
・
事
業
所
99
カ
所（
６
月
末
現
在
）

機種 台数 外形寸法 本体質量 最大処理量

2～4人
家庭用 ３台

幅268mm
×奥行
365mm×
高470mm

約11kg 1回約
1.0kgまで

2～6人
家庭用 ２台

幅268mm
×奥行
365mm×
高550mm

約12kg 1回約
2.0kgまで

平成 26 年 7 月15 日 　　　　　　　　　　　　│ 8 │
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水
位
・
雨
量
監
視
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

しろ
ちゃんこ

ん
に
ち
は
、〝
し
ろ
ち
ゃ
ん
〟
で
す
。

７
月
も
雨
の
多
い
時
期
と
い
う
こ

と
で
、
今
回
は
田
原
市
水
位
・
雨
量
監

視
シ
ス
テ
ム
に
つい
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪「
水
位
・
雨
量
監
視
シ
ス
テ
ム
」
と
は

　

台
風
や
高
潮
な
ど
に
よ
る
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
た
め
、
市
内
の
３
つ
の

河
川
に
設
置
さ
れ
た
観
測
機
器
か
ら
送

ら
れ
る
情
報
を
即
時
に
提
供
し
て
い
ま

す
。
平
常
時
に
は
、
１
時
間
単
位
で
水

位
・
雨
量
の
情
報
を
表
示
し
ま
す
が
、

水
位
が
一
定
の
数
値
を
超
え
た
時
や
、

雨
量
を
観
測
し
た
時
に
は
10
分
ご
と
に

表
示
し
ま
す
。

▪
設
置
場
所

　

新
堀
川
（
新
堀
橋
）、免
々
田
川
（
常

堰
橋
）、天
白
川
（
天
白
橋
）
の
３
カ
所
。

※
汐
川
は
県
の
観
測
機
器
が
整
備
済
み

▪
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
見
る
場
合

◦
田
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス

◦【
救
急
・
災
害
】
メ
ニ
ュ
ー
の
【
田
原
市

水
位
・
雨
量
監
視
シ
ス
テ
ム
】
に
ア
ク

セ
ス

◦
地
図
上
で
、
見
た
い
デ
ー
タ
を
選
択

す
る

▪
携
帯
電
話
か
ら
見
る
場
合

◦
新
堀
川
、
免
々
田
川
、
天
白
川　

　

左
記
ア
ド
レ
ス
を
直
接
入
力
。　
　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.

jp/m
p/5.kinyu/suii/

　

ま
た
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
取
る
と
閲

覧
で
き
ま
す
。

◦
汐
川

　

こ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
閲

覧
で
き
ま
す
。

※
汐
川
の
情
報
は
、

県
の
河
川
課
よ
り
提

供▪
情
報
の
活
用

　

災
害
が
起
き
て
い
な
く
て
も
一
度
ア

ク
セ
ス
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

台
風
の
接
近
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
、
情

報
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
は
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

たことをきっかけに、プリンストン市およびギブソン郡とで構
成された「友好都市委員会」から交流を申し込まれ、平成
１４年８月８日に友好都市提携を結びました。
◉深まる相互交流
　６月７日（土）から１１日（水）にかけて、アメリカ・ギブソン
郡からの訪問団８人が田原市を訪問しました。一行は、
田原市長を表敬訪問したほか、小学校の英語活動見
学、トヨタ自動車田原工場や市内の視察を行いました。
ギブソン郡とは、中学生
海外交流（派遣・受入）
のほか、行政関係者の
相互派遣、市民訪問団
の派遣などを通じて、交
流を深めています。

◉プリンストン市・ギブソン郡はこんなところ
　アメリカ北東部にあるインディアナ州の南部に位置し
ます。インディアナ州は、姉妹都市のジョージタウン市が
あるケンタッキー州の隣にあります。
　プリンストン市は人口約９，０００人の小さな町で、約
３万２，０００人の人口
を持つギブソン郡の郡
庁所在地です。郡内
のほとんどが農地で、
主な作物は、小麦や
大豆、とうもろこしです。
◉友好都市提携のきっかけ
　トヨタ自動車田原工場が、プリンストン市内にできたイン
ディアナ工場の親工場となり、関係者の往来が盛んだっ

～国内外との交流・多文化共生～

友好都市　プリンストン市およびギブソン郡
田原市の友好都市であるアメリカのプリンストン市・ギブソン郡について紹介します。

インディアナ州

ケンタッキー州

ギブソン郡
（プリンストン市）

ジョージ
タウン市

ニューヨーク市

◦英語活動見学（伊良湖小）
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▼
対
象
＝
関
心

の
あ
る
方
（
保

護
者
・
本
人
・

支
援
者
お
よ
び

中
学
・
高
校
関

係
者
、
不
登
校

や
中
途
退
学
で

次
の
進
路
先
と

し
て
悩
ん
で
い

る
高
校
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者
、
進
路
先

で
悩
ん
で
い
る
中
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

な
ど
）　

▼
日
時
＝
８
月
９
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
～
４
時　
▼
会
場
＝
ラ
イ
フ
ポ
ー

ト
豊
橋　

▼
参
加
高
校
＝
豊
橋
市
・
田
原

市
・
岡
崎
市
・
浜
松
市
に
あ
る
定
時
制
・

通
信
制
高
校
20
校
程
度　

▼
内
容
＝
定
時

制
高
校
・
通
信
制
高
校
概
要
説
明
、
個
別

ブ
ー
ス
に
よ
る
相
談　

▼
そ
の
他=

事
前
申

込
不
要
／
無
料

▼
豊
橋
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
８
５
５

（
０
５
３
２
）56
局
１
７
０
５

shogaigakushu@
city.toyohashi.lg.jp

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

青
少
年
健
全
育
成
推
進
員
お
よ
び
青

少
年
問
題
協
議
会
委
員
の
彦
坂
伸
明
さ
ん

（
江
比
間
町
）
が
、
永
年
に
わ
た
り
学
校
や

警
察
と
連
携
し
て
青
少
年
の
非
行
防
止
に

貢
献
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
青

少
年
育
成
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

　　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
愛
知
海
区
漁

業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
９
月

１
日
現
在
で
調
製
し
ま
す
。
漁
業
に
従
事

し
て
い
る
選
挙
権
の
あ
る
方
は
、
必
ず
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
選
挙
権
の
あ
る
方

　

年
に
90
日
以
上
漁
業
を
営
ん
で
い
る
方

（
法
人
を
含
む
）、
海
区
漁
業
調
整
委
員

会
の
委
員
ま
た
は
漁
業
協
同
組
合
・
漁
業

協
同
組
合
連
合
会
の
役
員
（
委
員
・
役
員

に
就
任
す
る
際
、選
挙
権
の
あ
っ
た
方
）
で
、

平
成
26
年
12
月
５
日
現
在
、
満
20
歳
以
上

の
方

▪
申
請
書
の
配
布

　

世
帯
ご
と
の
申
請
書
を
、
８
月
中
旬
ま

で
に
ご
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。
選
挙
権
が

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
申
請
書
が
届
か
な

い
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
市
内
の
各
漁
業
組
合
に
も
申
請
書
が

あ
り
ま
す
。

▪
申
請
書
の
提
出

　

９
月
３
日
（
水
） 
ま
で
に
、
申
請
書
に
同

封
の
返
信
用
封
筒
に
て
選
挙
管
理
委
員
会

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

☎
23
局
３
５
０
６ 

22
局
０
１
８
０

　

愛
知
県
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
で
は
、
夏
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民

運
動
に
お
い
て
、
次
の
４
項
目
を
重
点
と

し
た
運
動
に
取
り
組
み
、
犯
罪
の
抑
止
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。  

◉
重
点
実
施
項
目

◦
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗
の
防
止

◦
子
ど
も
と
女
性
が
被
害
者
と
な
り
や
す

い
犯
罪
の
防
止

◦
自
動
車
関
連
窃
盗
の
防
止

◦
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止

  

８
月
は
、
夏
休
み
や
長
期
休
暇
で
開
放

的
な
気
分
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
身
の
回

り
に
潜
む
危
険
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
防
犯
意
識
を

高
め
な
が
ら
、

地
域
ぐ
る
み
で

町
を
見
守
り
、

安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
ま

し
ょ
う
。

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４

23
局
０
１
８
０

定
時
制
・
通
信
制
高
校
合
同
説
明
会

愛
知
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

青
少
年
団
体
等
表
彰

募
集

W
A
N
TED

表
彰

AW
A
R
D
S

生
活

LIFE

愛
知
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請

夏
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

８
月
１
日
金
～
10
日
日
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三
河
湾
流
域
の
市
町
村
な
ど
で
構
成
す

る
三
河
湾
浄
化
推
進
協
議
会
で
は
、
海
に

親
し
む
機
会
が
多
い
毎
年
７
月
の
第
４
水

曜
日
を
三
河
湾
浄
化
の
日
、
そ
の
日
か
ら

一
週
間
を
三
河
湾
浄
化
週
間
と
定
め
、
生

活
排
水
対
策
の
呼
び
か
け
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
※
三
河
湾
浄
化
推

進
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://w
w

w
.m

ikaw
aw

anjouka.jp/)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23
局
３
５
４
１

23
局
０
１
８
０

▪
認
知
症
介
護
者
交
流
会

　

認
知
症
介
護
で
お
困
り
の
方
が
、
何
で

も
話
し
合
え
る
場
所
で
す
。

▼
対
象
＝
認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い

る
方　

▼
日
時
＝
８
月
２
日
、
９
月
６
日
、

10
月
４
日
、
11
月
１
日
、
12
月
６
日
、
１
月

10
日
、平
成
27
年
２
月
７
日
、３
月
７
日
（
す

べ
て
土
曜
）
／
午
後
１
時
30
分
～
４
時　

▼
場
所
＝
豊
橋
商
工
会
議
所　

▼
参
加
費

＝
１
人
５
０
０
円　

▪
認
知
症
介
護
相
談

　

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
専
門
の

ス
タ
ッ
フ
が
お
応
え
し
ま
す
。

相
談
専
用
☎（
０
５
６
２
）
31
局
１
９
１
１

▼
日
時
＝
平
日
（
月
曜
日
～
金
曜
日
）
午

よ
う
、
天
候
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◦
住
居
や
観
光
施
設
に
近
い
農
地
に
施
肥

す
る
場
合
は
、
生
活
環
境
に
十
分
配
慮

し
、
悪
臭
、
粉
じ
ん
、
ハ
エ
な
ど
の
害

虫
や
汚
水
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◦
地
下
水
汚
染
の
原
因
に
も
な
る
、
過
剰

な
堆
肥
投
入
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７

▼
環
境
政
策
課

☎
23
局
３
５
４
１

23
局
０
１
８
０

家
族
み
ん
な
で
で
き
る
生
活
排
水
へ
の

ち
ょ
っ
と
し
た
心
づ
か
い

　

三
河
湾
の
汚
れ

の
原
因
の
半
分
以

上
は
家
庭
か
ら
の

炊
事･

洗
濯
な
ど

の
生
活
排
水
に
よ

る
も
の
で
す
。
河
川
や
三
河
湾
の
水
質
保

全
に
は
、
各
家
庭
で
、
食
べ
物
の
残
り
な

ど
は
流
さ
な
い
よ
う
水
切
り
ネ
ッ
ト
を
使

用
す
る
こ
と
や
、
廃
食
油
は
流
さ
ず
、
資

源
と
し
て
持
ち
込
む
か
、
紙
に
吸
わ
せ
た

り
、
固
め
た
り
し
て
燃
や
す
ご
み
と
し
て

出
す
こ
と
な
ど
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で

努
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

非
行
の
芽　

は
や
め
に
つ
も
う

み
な
我
が
子

　

夏
休
み
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
青
少

年
が
有
害
環
境
な
ど
に
接
す
る
機
会
の
増

加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
地
域
、
家
庭
、
学

校
が
一
体
と
な
っ
て
青
少
年
の
健
全
な
育

成
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

▼
期
間
＝
８
月
31
日
（
日
）
ま
で　

▼
実

施
内
容
＝
①
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
の
推
進
②

広
報
・
啓
発
活
動
③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

適
切
な
利
用
に
関
す
る
啓
発
活
動
の
推
進

▼
文
化
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
６
３
５

22
局
３
８
１
１　
　

　

堆
肥
を
散
布
す
る
と
、
近
隣
の
住
宅
や 

観
光
施
設
な
ど
か
ら
悪
臭
や
ハ
エ
な
ど
の

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
点
に
注
意
し
て
、
生
活
環
境
の
保

全
と
水
質
汚
濁
な
ど
の
防
止
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◦
十
分
発
酵
さ
せ
悪
臭
を
伴
わ
な
い
完
熟

堆
肥
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

◦
農
地
に
搬
入
し
た
堆
肥
は
、
す
ぐ
に
鋤

き
込
み
ま
し
ょ
う
。
搬
入
後
、
雨
天
に

よ
り
鋤
き
込
み
で
き
な
い
こ
と
の
な
い

前
10
時
～
午
後
４
時

▼
公
益
社
団
法
人
認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
愛
知
県
支
部

☎（
０
５
６
２
）33
局
７
０
４
８

　
　

　
　
　

　

給
水
工
事
は
、
田
原
市
指
定
給
水
装
置

工
事
店
へ
、
公
共
下
水
道
な
ど
に
接
続
す

る
場
合
は
、
田
原
市
排
水
設
備
指
定
工
事

店
へ
必
ず
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▪
新
規
追
加

◦
Ａ
Ｋ
設
備
（
豊
橋
市
天
伯
町
）

☎（
０
５
３
２
）37
局
５
５
９
８

▼
水
道
課

☎
23
局
３
５
３
２

22
局
３
１
８
４　

▼
下
水
道
課

☎
23
局
３
５
２
５

22
局
３
１
８
４　

第7回男女共同参画フェスティバル
（映画上映）

日時＝８月2４日日13:30開演（13:00開場）
場所＝田原文化会館文化ホール
主催＝田原市男女共同参画推進懇話会
上映作品＝「そして父になる」
　（出演：福山雅治、尾野真千子ほか）
入場料＝無料　※入場整理券が必要
入場整理券＝７月23日水から配布開始
配布場所＝市民協働課・渥美支所（平日の

み）、田原文化会館・赤羽根文化会館（月
曜休館）、渥美文化会館（土・日・祝日のみ）

問い合わせ＝市民協働課☎23局３５０４

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
に

取
り
組
む
夏
の
運
動

堆
肥
散
布
に
よ
る
悪
臭
な
ど
の

発
生
防
止
に
ご
協
力
を

三
河
湾
浄
化
週
間

７
月
23
日
水
～
29
日
火

認
知
症
介
護
者
交
流
会

認
知
症
介
護
相
談

水
道
・
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の

新
規
追
加
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其の

160

文化生涯学習課 　２３局３６３５
　　　　　　　 　２２局３８１１

　

平
成
25
年
10
月
、
三
河
田
原
駅
が
移

転
オ
ー
プ
ン
し
た
際
に
、
駅
舎
内
に
三
河

田
原
駅
や
渥
美
線
の
写
真
を
パ
ネ
ル
展
示

し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
あ
っ
た
昭
和
２
年

（
１
９
２
７
）
撮
影
の
航
空
写
真
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
航
空
写
真
は
陸
軍
航
空
隊
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
だ
っ
た
高
畑
米
一（
１
９
０
５
～

１
９
３
０
／
現
在
の
豊
橋
市
杉
山
町
出
身
）

に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。
我
々
が
知
る

限
り
で
は
、
田
原
を
写
し
た
航
空
写
真
と

し
て
、
最
も
古
い
時
期
の
も
の
で
す
。
そ
の

後
、
こ
の
写
真
を
銅
版
に
焼
き
付
け
た
も

の
が
田
原
中
部
小
学
校
の
講
堂
に
飾
ら
れ

た
ほ
か
、
地
元
の
写
真
館
が
絵
は
が
き
に
し

て
売
り
出
す
な
ど
し
て
流
布
し
ま
し
た
。

　

写
真
を
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
家

が
平
屋
か
二
階
建
て
で
時
代
を
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
駅
の
北
側
に
は
空
き
地
が
目
立
ち

ま
す
。
駅
は
こ
の
と
き
開
業
か
ら
ま
だ
３

年
。
し
か
も
田
原
の
中
心
部
か
ら
離
れ
た

水
田
の
中
に
建
て
ら
れ
た
の
で
、
駅
前
の
開

発
の
た
め
に
埋
め
立
て
工
事
や
道
路
の
造
成

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
写
真
撮
影
後
、
少
し

た
つ
と
旅
館
・
飲
食
店
や
貨
物
の
倉
庫
な
ど

が
駅
前
に
打
ち
そ
ろ
い
ま
す
。（
昭
和
59
年

ま
で
渥
美
線
は
貨
物
輸
送
も
行
って
い
ま
し
た
）

　

こ
の
後
、
三
河
田
原
駅
は
渥
美
半
島
の

玄
関
口
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
つ
つ
現
在

に
至
り
ま
す
が
、
平
成
25
年
の
市
道
・
田

原
駅
前
通
り
線
の
開
通
と
駅
の
移
転
オ
ー

プ
ン
に
よ
っ
て
、
長
く
続
い
て
き
た
景
観
が
一

変
し
ま
し
た
。
三
河
田
原
駅
の
す
ぐ
近
く

に
住
ん
で
き
た
私
自
身
、
本
当
に
驚
く
ば

か
り
で
す
。

　

街
は
刻
々
と
変
化
し
、
古
い
も
の
は
新
し

い
も
の
に
置
き
換
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ

は
あ
る
程
度
は
仕
方
の
な
い
こ
と
で
す
。
そ

れ
で
も
、
過
去
の
田
原
の
人
々
が
ど
う
生
き

て
き
た
か
、
資
料
や
せ
め
て
痕
跡
な
り
と
も

残
し
て
い
け
れ
ば
と
日
々
考
え
て
い
ま
す
。

（
木
村
）

　
航
空
写
真
か
ら
見
る
三
河
田
原
駅

　
は
じ
め
の
一
歩

【
写
真
募
集
】

　

田
原
市
博
物
館
で
は
、企
画
展「
渥
美

線
―
渥
美
半
島
と
外
界
を
結
ぶ
鉄
路
の

物
語
」（
12
月
６
日
～
平
成
27
年
２
月
１

日
）を
開
催
し
ま
す
。そ
こ
で
、今
昔
の
渥

美
線
に
関
す
る
写
真
を
探
し
て
い
ま
す
。

◦
三
河
田
原
駅
や
そ
の
周
辺（
例
：
駅
前
に

あ
っ
た
映
画
館「
東
英
館
」）

◦
貨
物
な
ど
を
積
み
込
み
、積
み
下
ろ
し
し
て

い
る
光
景

◦
廃
線
し
た
区
間（
三
河
田
原
～
黒
川
原
）

◦
鉄
道
工
事
が
着
工
し
た
も
の
の
中
止
に
な
っ

た
区
間（
黒
川
原
～
福
江
～
堀
切
）。特
に

昭
和
45
年
以
前
の
線
路
予
定
地
　
な
ど

　

こ
う
し
た
写
真
を
お
持
ち
の
方
は
田

原
市
博
物
館（
☎
22
局
１
７
２
０
）へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
表
紙
の
写
真
】田
原
福
祉
専
門
学
校

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校
の
周

り
に
は
木
陰
が
あ
り
、授
業

終
わ
り
の
学
生
さ
ん
た
ち
が

お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、本
を
読
ん
だ

り
、思
い
思
い
に
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。そ
こ
で
さ
れ
る
た
わ
い
も

な
い
会
話
は
、友
情
を
育
み
、将
来
か

け
が
え
の
な
い
思
い
出
の
１
ペ
ー
ジ

に
な
る
の
で
し
ょ
う
。彼
ら
の
青
春

の
１
ペ
ー
ジ
に
田
原
市
の
風
景
が
残

る
こ
と
を
願
っ
て
。（
Ｏ
）

▲三河田原駅と田原のまちなかの航空写真（昭和2年夏）

本誌は再生紙を使用しています。

▲竣工間近の駅前通り線と新三河田原駅の航空写真（H25.10.21）
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